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Servationareaandwereallowedtowatchthemodel’sleverLpreSSingresponses払r丘veminutes．   
Thenon－Observationgroupwatchedthesti111everwithoutthemodelpig．Followingtheobserva－   
tion，pigsinbothgroupswereindividua11ytakentothetestareaandallowedtomanipulatethe   
leverundercontinuousreinforcementscheduleforfiveminutes．Eachpigwasgivenasessionin  



























成が可能であること，さらに連続強化による反応   




















































察ブタの学習は促進されなかった。Baldwin ＆  
Meese（1979）の被膜体は体重約20－40kg，Nicol  

























設定することを試みた。   
本研究では，肥育中のブタを被膜体に用いた。   













方 法   

























柵でできており，レバーと落下したりんごを見る   
図1 レバーと観察膠房の配置図，及び写真。レバーは11cm突  



















さらに，その15日後，すなわち，後に述べる第1   







バー押しセッションが， 1日に2回行われる必要  
があったためである。なお，飼育豚房では飼育飼  







































































あった。   

















1  2    3    4    5  6    7  
セッション   
図3 観察群のそれぞれの観察ブタに対して，観察期間中（5  
分間）にモデルブタが行ったレバー押し反応数。A号に対  
しては4セッション，B号には6セッション，C号には7  







































図2 モデルブタがレバー押し反応を遊行している時の観察ブ  
タの様子  






































義があると思われる。   
レバー押しが生じなかったもう1つの原因とし  
て，レバー押し反応はブタにとって難しい運動で  
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この考察に従えば，Huang，Koski，＆ DeQuardo  
（1983）の結果の原因も，観察ではなく，臭いが  












かなか再現できない。  チンパンジーでさえこ  
のような状況であることを考慮すれば，ブタにと  
って観察による学習は困難な課題であることが想  
像される。   
Thorpe（1956）は，社会的学習には様々な水準  
があることを指摘している。すなわち，社会的促  
選，刺激強調，真の模倣である。社会的促進は，   




































win ＆ Meese，1979），モデルブタと観察ブタの  
社会的順位等に配慮した計画が求められるであろ  
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